
【施策方針A】

〇千葉市学力状況調査における平均正答率

【施策方針B】

【施策方針C】

【施策方針D】 〇「『自分にはよいところがある』と思う」と答えた児童生徒の割合

【施策方針E】

【施策方針F】 〇「『将来の夢や目標を持っている』と思う」と答えた児童生徒の割合　　　　 

【施策方針G】

〇１週間の総運動時間が６０分以上の割合（体育の授業は含まない） 

【施策方針H】 〇朝食を欠食する児童生徒の割合

【施策方針 I】 〇毎日の睡眠時間

〇12歳児（中学1年生）で、むし歯のない生徒の割合

【施策方針K】 〇勤務時間を除く在校等の時間が月平均４５時間を超える教職員の割合

【施策方針L】 〇児童生徒が学校で充実した教育を受けられると感じている保護者の割合

〇学校支援地域本部(千葉市版コミュニティ・スクールも含む）の拡充と充実

〇教育環境整備のための適正配置取り組み地区数

【施策方針M】

〇セーフティウォッチャー一人あたりの児童生徒数

【施策方針N】 ※今後、「放課後子どもプラン（第2期）」と合わせて作成
【施策方針O】 〇学校が安全・安心で衛生的に生活できる場所と感じる児童生徒の割合

【施策方針P】 〇ネットワーク回線の増強を実施した学校数

〇ICT活用指導力のある教員の割合

〇情報活用の基礎となる知識や態度について指導のできる教員の割合

【施策方針Q】

〇いじめ解消率

【施策方針R】 〇学校内外の機関等で相談・指導等を受けていない不登校児童生徒の割合

【施策方針S】

【施策方針T】 〇小・中学校で個別の教育支援計画を作成している学校の割合

【施策方針U】 〇公立夜間中学における学校評価

※「日本語指導」に関する事項を検討中

　第3次学校教育推進計画の施策体系の基本的な考え方

１　確かな学
力の育成

「わかる授業」
の推進に向け
た新しいスタイ
ルの学校教育
の確立

２　豊かな心
の育成

思いやりの心
の育成と一人
一人の夢の実
現

５　魅力ある
教育環境

特色ある教育
活動とソフト・
ハード両面にお
ける魅力的で
充実した環境
の整備

６　個別の支
援が必要な児
童生徒へのサ
ポート

一人一人に寄
り添った誰一人
取り残すことの
ない教育の実
現

３　健やかな
体の育成

生涯にわたり健
やかに生きるた
めの土台の育
成

４　質の高い
教職員

教職員のキャリ
アステージに応
じた研修の充
実と働き方の抜
本的改革

〇小・中・特別支援学校における学校間や居住地における「交流及び共同
学習」の実施回数

・わかる授業の推進
・学力状況調査の実施と活用
・ICTを活用した授業改善
・カリキュラム・マネジメントの推進

・道徳教育の推進
・道徳科指導の充実
・読書活動の充実
・人権教育の推進
・国際教育の推進
・体験学習の充実
・職業体験学習の推進
・キャリア教育の充実

・体力つくり活動の取組の充実
・適切な栄養摂取による健康の保
持増進を図るための取組
・睡眠リズムを整える学習
・口腔衛生指導

・校内外の研修の充実
・派遣研修等の活用
・「学校における働き方改革プラ
ン」による改革推進

・少人数学級・少人数指導の推進
・地域等関係者との連携体制の強
化
・学校適正配置の推進
・学校総合防災マニュアルの改訂
・外壁改修工事の実施
・バリアフリー環境整備
・ネットワーク回線の増強
・情報モラル研修の充実

・いじめ対応の校内研修のための
要請訪問
・専門人材の配置拡充
・教育支援センター「ライトポート」
へ小学生に特化した指導員の配
置と機能拡充
・学校間の「交流及び共同学習」の
実施
・特別支援連携協議会の充実
・「学び直し応援プラン」の策定

〇全国学力・学習状況調査における全国平均正答率との比較

〇学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができている児童生徒の割合

〇授業において、課題の解決に向け、自分で考え、自分から取り組んでい
る児童生徒の割合

〇コンピュータなどのＩＣＴ機器を、他の友達と意見交換したり、調べたりす
るために使用している児童生徒の割合

〇校内外の研修に参加し、その成果を教育活動に積極的に反映させてい
る教職員の割合

〇学校・地域の特性や実情に即した学校独自の学校総合防災マニュアル
等の改善・充実を目的とした検討の実施率

〇障害等の有無にかかわらず、誰もが支障なく学校生活を送ることができる
環境が整備されていると感じる児童生徒の割合

〇いじめ対応の正しい理解と未然防止、適切な早期対応の推進のための
校内研修を実施した小・中学校の割合

【施策方針J】

〇「『難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している』と思う」と答えた児童
生徒の割合

〇「『いじめはどんな理由があってもいけないことだ』と思う」と答えた児童生
徒の割合

〇体力・運動能力調査において、８種目中全国平均を上回る種目数

 (計画期間　令和5年度～令和14年度）

〇地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることができる児童生徒
の割合

Ⅰ 児童生徒の資質

能力の育成について

Ⅱ 児童生徒の育成

を支える教育環境の

整備 について

■目指すべき子どもの姿■

夢と思いやりの心を持ち、

未来を拓く子ども

■教育目標■

自ら考え、自ら学び、

自ら行動できる力をはぐくむ

成
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指

標
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